
 西暦 和暦 年齢 　　　　　　　　　　　　年　　　譜

 1903 明治36年 ０歳 ４月11日、父金子庄之助、母ミチの長女として山口県
    仙崎（今の長門市）に生まれる。本名テル

 1906 明治39年 ３歳 ２月、父庄之助、清国営口で死去
    金子家は下関の上山文英堂の世話で書店を営む

 1919 大正８年 16歳 ８月、母ミチ上山文英堂主人松蔵と再婚

 1920 大正９年 17歳 山口県の大津郡立大津高等女学校を卒業

 1923 大正12年 20歳 ４月、兄堅助の結婚を機に下関の母のもとに移り住む
    ６月、ペンネームみすゞで雑誌に童謡の投稿を始め、
    以降約90編を発表する。投稿した雑誌『童話』誌上で
    大正期の代表詩人西條八十から「若き童謡詩人の中の
    巨星」と称賛される

 1925 大正14年 22歳 11月、自選詩集『琅玕集』を始める

 1926 大正15年 23歳 ２月、上山文英堂店員と結婚
    ７月、童謡詩人会編『日本童謡集』に「大漁」「お魚」が
    掲載される
    11月、長女ふさえ誕生

 1927 昭和２年 24歳 ８月、西條八十と下関駅で会う

 1929 昭和４年 26歳 10月、娘ふさえの片言を記した『南京玉』を始める

 1930 昭和５年  ２月９日、『南京玉』止む
    ２月27日、離婚
    ３月９日、下関市の三好写真館にて写真を撮る
    ３月10日、上山文英堂にて死去
    享年満26歳

『童謡詩人金子みすゞの生涯』（矢崎節夫著、JULA出版局）より抜粋

王子山公園から見た仙崎の町並み
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みすゞ胸像
（詩碑「大漁」）

みすゞ通り

金子みすゞ記念館
（金子文英堂跡）

仙崎小学校（詩碑
「わたしと小鳥
とすずと」）

山口県

島
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県仙崎

写真提供
金子みすゞ著作保存会

1944年山口県生まれ。米国カンザス・フォートヘイズ州立大学大学院美
術学部修士号取得。全日本コマーシャル協議会・フィルムフェスティバル
グランプリ賞、カンヌ映画祭フィルムフェスティバル賞など多数の賞を受賞。
長門市広報に「尾崎眞吾のみすゞギャラリー」を毎号連載中。山陰観光
列車「みすゞ潮彩」は尾崎眞吾さんデザインによるもの。
現在、金子みすゞのふるさと長門市に在住し活動中。
詩を飾るイラストは、尾崎眞吾「金子みすゞ水彩画作品集」より提供いただ
きました。

日本の童謡の隆盛期である大正後期に彗星のようにあらわれ、26歳の若さでこの世
を去った、童謡詩人金子みすゞ。没後その作品は長く世に出ることはなく、いつしか「幻
の童謡詩人」と呼ばれることとなります。
こうして人々に忘れられていたみすゞの作品は、その後、半世紀という長い年月を経
て、児童文学者の矢崎節夫氏（現金子みすゞ記念館館長）の尽力により、再び、世に
送り出されることとなりました。
現在では、小学校の国語教科書や道徳副読本に採用され多くの子ども達に親しまれて
います。また、その詩は、多くの作曲家たちを魅了し、曲としても人々に広く愛され
ています。
人や自然を、やさしくあたたかいまなざしで見つめ続けたみすゞの心は、その作品と
ともに、今を生きる私たちの心に、温かく深く届いてきます。
童謡詩人、金子みすゞ。みすゞの世界をあなたの心で感じてください。
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